
延長ケーブル（要電源）、プロジェクター・スクリーンもしく
はモニター、HDMIケーブル

その他
・親子参加も可能
・ご依頼の対象にあわせて内容を調整可
・曜日・時間帯・対象等、ご相談ください。

あなたが勉強、部活や家のことで苦しいとき、
　がんばれる理由は何ですか？
　支えになるものは何ですか？
身近な誰かが苦しんでいるとき、あなたにできることは何です
か？
聴く・話す・書くワークを通じて自分や他者の苦しみとの関わ
り方を学びましょう。
学校、PTA、放課後こども教室、塾、町内会等あらゆる場面で
活用いただけます。

＜プログラムの内容例＞
●苦しみから支えに気づく（支えとなる関係・将来の夢・選ぶこ
とができる自由）
●苦しむ人を前に私にできること（話を聴く）
●自分を認め大切にする（自尊感情・自己肯定感）
詳細は、その他欄の2次元コードより確認してください。

対　象
こども～大人

（小学5年生以上）
定　員 10名以上

所要
時間

６０～９０分
（応相談）

必要
経費

無料

準備物

コース
番　号 A-f6 提供企業・団体名 一般社団法人エンドオブライフ・ケア協会

プログラ
ム名

折れない心を育てる いのちの授業
～聴く・話す・書くワークを通じて～

実施
場所 教室・体育館等


